
             

 

 

 

 

新六箇井堰の一部撤去が事業化されました 
 

この度、国土交通省において、新六箇井堰上流の水衝部対策として、川の流れを右

岸側から中心部に寄せるための、堰の部分的な切り欠きが事業化されました。 

これは、紀の川大堰に関する和歌山市議会議員連盟（山本宏一会長）とともに、新

六箇井堰の撤去について、県選出国会議員等及び国土交通省に対して、要望活動を継

続してきた成果であり、今後も、事業の確実な実施、事業実施後の効果検証など、紀

の川の治水安全度向上のため、協同して国に働きかけてまいります。 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

担 当 課 河川港湾課 

担 当 者 曽山・中谷 

電    話 073-435-1090 

内  線 5370・5379 

新六箇井堰の状況 

堰の部分的な切り欠きにより期待される効果 

資 料 提 供 

令和４年１２月１９日 

 

 

現在は水中に存置 

要望の様子（令和４年１１月） 

出典：第５回紀の川流域における浸水対策検討会資料 

平成２０年度撤去 

豊田 俊郎 

国土交通副大臣 

林 正道 

国土交通省 水管理・国土保全局 治水課長 
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